
３　道徳の時間（本時）と他の教育活動との関連
＜場の内容・ねらい＞　　　　　　　　　 ＜生徒の意識＞　　  　　＜指導・援助＞




【日常の活動】


○合唱活動


・パート練習ではパートの友達と声と心をそろえて歌う。


・学級の友達の気持ちを受け止め、指揮者に合わせて学級が一つになって歌う。


○体育大会の練習


・友達の努力や互いに応援し励まし合って練習する。


























○帰りの会


・１日の生活を振り返り、友達を支えながら取り組んでいた仲間の姿とその素晴らしさを紹介する。





・信頼し合うという


　ことの難しさ、そし


て、信頼し合った時


の心のつながりの深さを感じ取ることができるようにする。





・自分の命と引き換


えにしても、友達を信じるという気持ちの強さが伝わってきた。そこまで、友達を信じることができるなんてすばらしい。





国語　「走れメロス」


・物語から、二人の友


情の深さを読み取り、互いが信頼し合うことの大切さを感じ取ることができる。





特別活動


「体育大会の振り返り」


・友達の努力を認めることや、友達がいたから頑張れたことを互いに理解し、これからも互いを励まし合う気持ちをもつことができるようにする。








道徳の時間　(９月)


「嵐の後に」


２－（３）


　相手のことを考え、本当に必要な


関わり方をすることが、信頼関係を


築き友情を深めることに気付き、互


いに励まし合い、高め合おうとする


心情を育てる。





教科等


・友達の考えや意見を


最後までよく聞き、


自分の意見を関わら


せて話し、交流して


いく中で、よりよい


考えを学級でつくり


あげながら、学習を


を深めることができ


るようにする。





　





・互いに励まし合っ


　たり、忠告し合ったりすることが、信頼関係を育てていくことに気付かせる。


・見せかけだけの友


情ではいけないという意識をもたせる。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　











・友達のことを本当


に大切だと思ったら、言いにくいことでも言っていかないといけない。


・今までは言えない


こともあったけど、これからは言うようにしていけたらいいな。





・友達だからこそ、互いに頑張る姿を励まし合ったり、認め合ったりすることが大切であり、この行為が、信頼関係を築くことにつながることに気付かせる。





・呼びかけに応えて


もらえると嬉しい。


・友達が頑張る姿を


見るのは嬉しいし、自分も頑張ろうと思える。


・友達に励まされる


と「よし、もっと頑張ろう。」という気持ちになれる。





・自分と違う意見も


　大切だし、友達の意見を聞くことで、考えが広がる。


・周りの友達と協力


して活動すると楽しいし、分からない時に教えてもらえていい。








・友達と協力し、励まし合って活動することで、自分の考えが広がったり、分かることが増えたりすることを実感できるようにする。









